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議員力向上！

議会力の向上

地域・市民力の向上

皆さまの声が
　　            地域を変えています

議員力向上のための自己研鑽

　この２０年間、皆さまにお育て
いただき、本当に感謝しています。
なんといっても議員の仕事の原点
は、「皆さまの声を聴く」ことです。
4 期、5 期目、「皆さまの声」が多
く届くようになっています。皆さまの要望、思いを予
算計上から実現までフォローさせて頂いております。
厳しい現状の中、難しい案件もありますが、「粘り強く」
担当部署と継続的に話をしています。税金の使い方が、
地域の安心安全のために寄与しているのかどうか。こ
れからも力を注いでいきます。
「静岡に住んで良かった」と思って頂けるように…

　日常の交通安全のための歩道・側溝整備。交通標識
設置。カーブミラー設置。子育て支援施設の増設。高
齢者生きがいづくり。学校施設の改修（トイレの様式化・
エアコン設置・雨漏り）。草刈りや公園整備　等々。

　各種セミナー・議員研修に参加し、全国の地方議員
との情報交換。マニュフェスト大賞実行委員として先
進事例を学ぶ。日本政治学会で静岡市の事例発表も。
大学教授の専門的知見にも触れ刺激を受ける。

　まだまだ、継続して検討しなければならない事や、進んでいない課題が山積みです。静岡市最大の課題である人口減
少問題から派生する様々な課題。老朽化したインフラの問題、自然災害への危機管理対応力など。お金の使い方もしっ
かりとチェックしなければなりません。それらの課題解決に向けて、続けさせてください！
生活者の視点を消さないでください。仕事を続けてきた１人の人間として等身大で経験したことを
基に声を出し続けます。皆さま、変わらぬご支援を宜しくお願いします。

　世代間の交流による情報共
有。声を上げる人と人との繋
がり。地域が抱える課題を共
に解決する「地域力・市民力」
をつけていきましょう。

　国会議員の不祥事が尾を引
き、政治不信は根深い。市議
会として、しっかりと情報公
開をし、議会の見える化をよ
り進めるべきと考えています。議会提案の条例制定も
必要。議員間の意見交換を充実させ、二元代表制の責
務を果たしていきます。

今まで と これから

６期目への挑戦！！

駿河区選出  連続 5期当選の女性議員

あなたの声を届けます！市議会議員は地域づくりのレポーター

挑戦！！
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やりがい　生きがい　がんばりがい！！
大きいことも、小さなことも！ 佐藤せい子  Ｘ

佐藤せい子  ＨＰ

「何か困っていることはありませんか？」
「静岡市にやって欲しいことや言いたいことはありませんか」

・   隣家との側溝の間に大きな穴が開いている。子どもが
　はまると、大怪我しそう。何とかしてほしい。
　（右写真　対応済み）

・クロスする道路をすごいスピードで上から降りて来る。
　見えにくい十字路のため、カーブミラー設置等希望。
　（右写真　スピードを出す車への対応）

・   側溝のふたの穴が大き過ぎる。通学路なので検討して    
　ほしい（右写真　対応を要望済み）

・   家の前の街路樹が大木化している。長雨の時など倒木
　が心配だ。大木や竹藪の伐採、整備をお願いしたい。

・  巴川の土手の草刈りをしてほしい。（右写真）
　（自前では危険なため、県土事務所に要望。対応済み）

・  静岡市はまちづくりが下手だ。

・   隣の家から常に井戸水が出ている。地盤沈下など心配。
・   外灯がなくて暗い
・   道路が狭い。
・   駅からや野球場に行く地下道が汚い。
・   自分の家のすぐそばの舗装が、波打っている。躓きやすい。整備してほしい。
・   舗装道路に亀裂が入り、ごつごつしている。
・   ゴミ置き場まで遠い。
・   障がい者の災害時の避難所の利用はどうなっているのか。本人の適応が難しい。

・   身近な診療所が減ってきていて不安だ。
・  バスが無くなり、家から出ずらい。
・  歩道と車道の間の生垣が手入れされていなく、不審者が隠れやすく、危険。実際に被害者
　が出ている。（警察へ対応を要望）

・  高齢者、防犯対策をしっかりしてほしい
・  第２東名近くの宗教団体の風習について、注意してほしい。
・  公園整備、緑地整備
　（大きくなる木々への対応、遊べない砂場の整備を要望）

・  保育園落ちました。少子化を解消する対策が足りない。　

只今、進行中！！  身近なところを回ってみました

　本当に様々な、人それぞれの、皆様の心の声を聴かせて頂きました。
ほとんどの家に、玄関までに手すりの設置がなされている事、表札を掲げていないお宅が多いのですが、ここ数年、
２世帯住宅の２つの表札も目立ちます。宅配ボックスは共働きの助っ人です。社会状況がよ～く見えます。正に
高齢者社会の象徴の様です。未来を担う若い世代への切れ目のない支援と共に、高齢者の生活の保障も進めるべ
きと感じます。

「命を守る政治・生きることを守れる市政・
　　　　　　　　　　　　誰もが一緒に喜び合える温かい市政」


